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危険
本器は高電圧を発生します!
○ 操作を誤ると重大な事故の危険があります。
○ 事故防止のため、必ずこの取扱説明書の第3章 
 「取り扱い上の注意」をお読みください。
○ この取扱説明書は、作業者がいつでも読める 
 ように本器の近くに備えてください。



取扱説明書について

ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ように必ず保存してください。また製品を移動する際は、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がございましたら、お取り替えいたします。また、本書を紛失または汚損し
た場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたします。どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所
にご依頼ください。その際は、表紙に記載されている「Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどありました
ら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について

特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／省令で規制されており、当社
製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で輸出許可
を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。
当社製品を輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。

 

- 保　証 - 

この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験 ･検査を経て、その性能は規格を満足しているこ
とが確認され、お届けされております。 
弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無償で修理いたします。 
但し、次の場合には有償で修理させていただきます。 

1.  取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による故障、損傷。 
2.  不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。 
3.  天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。 

なお、この保証は日本国内に限り有効です。 
This warranty is valid only in Japan.

取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

Copyright© 1994-2004　菊水電子工業株式会社
Printed in Japan



作業管理者へのお願い

○作業者が日本語を理解できない場合には
、

　取扱説明書を適切な言語に翻訳してください 。

○作業者には、必ずこの取扱説明書の内容を理解

　させてから 、作業にあたらせてください 。

○この取扱説明書は作業者がいつでも読めるよう

　本器の近くに備えてください 。

危険な操作について

次の操作は感電し、人命にもかかわる重大な事故となることがあります 。

☆出力を出したまま 、出力端子に触れると感電します 。

☆出力を出したまま 、出力端子に接続しているテストリードに

　触れると感電します 。

☆出力を出したまま 、被試験物に触れると感電します 。

☆出力を出したまま 、出力端子と電気的に接続されているとこ

　ろに触れると感電します 。

次の操作は、感電する可能性があり 、感電した場合人命にかかわる重

大な事故となることがあります 。

☆本器の大地アースを取らずに操作を行うと感電する可能性が

　あります 。

☆電気作業用のゴム手袋を使わないで操作を行うと感電する可

　能性があります 。

☆出力を出したまま 、出力端子に電気的に接続されている部分

　に近寄ると感電する可能性があります 。
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取扱説明書の構成

取扱説明書の構成

本取扱説明書は 、次のような構成になっています 。

第１章　概説

第２章 ご使用の前の注意事項 　本機の使用上の基本的なことがらを説明し

ています。必ずお読みください 。

第３章　取り扱い上の注意

第４章　操作方法 　各部の名称および操作方法について説明し

ています 。

第５章動作原理 　ブロックダイアグラムを元に主要部分の動

作原理を説明しています 。

第６章保守 保守について説明しています。修理を依頼

される前に必ずお読みください 。

第７章　仕様 　電気的仕様や外形寸法などを説明していま
す。

第８章オプション オプションについて説明しています 。

索引
主要用語を五十音別に検索できます 。

ＩＨ
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■安全に使用していただくために■

　試験器を操作きれる方を安全に保護するため 、更に本器または周辺機器など周辺に損傷を与えることの

ないよう 、本器は安全性を考慮した設計、試験が行われ、出荷されています 。

　安全にご使用いただくため 、そして本器を安全な状態に保つため 、下記の警告、注意記号の意味をご理

解いただき 、各注意事項をお守りくださるようお願い致します 。

取扱説明書には安全にご使用いただくため 、次のような事項が記載してあります 。

圃
取扱上の一般的注意事項や 、本器または他の接続機器が損傷を受ける恐れのある事項について

の説明です 。

感電事故につながり 、身体に危険がおよぶ恐れのある場合や 、本器または他の接続機器が損傷を受け

る恐れのある事項についての説明です 。

本器には 、取り扱い上、特に注意が必要な箇所には下記のような警告、注意記号を表示しています 。

ＤＡＮＧＥＲ高圧危険記号

そ
触れると危険な高電圧箇所です。絶対に手を触れないでください 。

取扱説明書参照記号

△
機器上にこのマークが表示されている場合、この取扱説明書の該当箇所を参照していただく必要のあ

ることを示します 。

ＣＡＵＴｌＯＮ

感電事故につながり 、身体に危険がおよぶ恐れのある箇所や本器または他の接続機器が損傷を受ける

恐れのある箇所に表示されています 。

ＶＨ



使用上の注意

国 ・「第３章取り扱い上の注意」の項（３－１ぺ一ジ）を必ずお読みください
。

〔　　　　　メータが振れていたら

　　　　　 高電圧危険
一．

ＬＯＷ側テスト

リードから芋妾

試験条件の変更は

ストッ プしてから

試験の時以外は
ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥ

つまみは
．． Ｏ．’ 位置で

リモートコントロールは

取扱説明書４－６ぺ一ジを

読んでから

高電圧出力端子
’’ 危険 Ｉ．

ランプがついたら
１’

高電圧危険

電源スイッチの投入は

ＴＥＳＴＶＯＬＴＡＧＥつまみ

”０
．．

位置で

‘】

三∵．口 ．・

」’
、

’
干 保護接地端子は必ず工具を

用いて大地アースヘ接地

ＶＩＩＩ



電源電圧

　　本器の電源電圧は規定範囲以内で必ずご使用ください 。

電源コード

　　本器に適合したものを必ずご使用ください 。

電源ヒューズ

　　本器に適合したものを必ずご使用ください 。

カバーの取り外し

　　本器の機器内部には身体に危険を及ぼす高電圧箇所があります 。

　本器の外面カバーは取り外さないでください 。

ＩＸ



第１章

概説

本器の概要および特長を紹介します 。

目次

１． １　概要
．．．．

１． ２　特長
．．．．

１－ ２

Ｉ－３



第１童　概説

１． １　概要

　ＴＯＳ５０００シリーズは作業者がより安全に 、より信頼できる試験を 、より容易に実行できるように従来か

らの統一された思想を基に新しい発想と技術を融合きせ 、安全性、信頼性、操作性を追求した耐圧試験器

です 。

　試験の種類と出力容量の組み合わせにより次の４機種があります 。

ＴＯＳ５０３０（ＡＣ専用）

ＴＯＳ５０５０（ＡＣ専用）

ＴＯＳ５０５ｉ（ＡＣ／ＤＣ両用）

ＴＯＳ５１０１（ＡＣ／ＤＣ両用）

ＡＣ出力３ｋＶ／１０ｍＡ（３０ＶＡ〕

ＡＣ出力５ｋＶ／１００ｍＡ（５００ＶＡ）

ＡＣ出力５ｋＶ／１００ｍＡ（５００ＶＡ），ＤＣ出力５ｋＶハＯｍＡ（５０Ｗ）

ＡＣ出力１０ｋＶ／５０ｍＡ（５００ＶＡ），ＤＣ出力１０ｋＶ／５ｍＡ（５０Ｗ）

３０ＶＡ

５００ＶＡ

５００ＶＡ

５００ＶＡ

　本器には 、作業者の安全をはかるため多くの配慮がなされていますが、本器使用中は 、被試験物に高電

圧が印加されるため 、被試験物やテストリード 、プローブ、出力端子周辺等に不用意に触れると感電の危

険があります 。

　本器および被試験物周辺には 、柵を設けて人が近づかないようにするなどの安全対策を十分に施し 、安

全の維持 、管理の徹底をお願い致します 。

　この取扱説明書はＴＯＳ５０３０形専用の説明書として作成されています 。

ＴＯＳ５０５１， ＴＯＳ５０５０形には専用の取扱説明書があります 。）

（ＴＯＳ５１０１
、

１－ ２



第１章　概説

１． ２　特長

■小型 ・軽量

　　製造ラインでの機器の中問検査、電子部晶の試験などに手軽にご使用できます 。

形名 寸法（ｍｍ）　　　　　　　重量

　　　　　　　ＴＯＳ５０３０　２００（幅）×１３２（高さ）Ｘ２１５（奥行き）　 ４． ８ｋｇ

■ＦＡｌＬ判定機能

　　判定基準値以上の漏れ電流を検出した場合にはＦＡ工Ｌ判定を出すことができます 。

■リモートコントロール機能

　　 スタート ・ストッ プ操作のリモートコントロールができます。判定結果の出力機能と共に利用するこ

　とにより 、試験の省力化をバックアッ プします 。

■信号出力

　　 ＦＡｒＬ信号がリアパネルから出力されます。リモートコントロール機能と共に利用することにより 、

　試験の省力化をバックアッ プします 。

■ゼロ投入スイッチを搭載

　　 スタート／ストッ プ時にあばれのない高品位な出力波形を得ることができます。従 って被試験物に必

　要以上の電圧がかかることがありませんので安心してご使用になれます 。

■安全な高圧出力端子

　　高圧出力端子のケーブルの挿入口を絞り 、より安全構造になりました 。

■ＤＡＮＧＥＲランプ

　　試験中に点灯し続ける 、大型 ・高輝度のＤＡＮＧＥＲランプを装備しました。従って 、作業者の安全な

　作業をバックアップします 。

■不用意な操作の防止

　　スタートスイッ チは誤操作しにくい構造のため高い安全一性を得ています 。

■高い信頼性

　　内部回路はノイズによる誤動作が無いよう徹底したノイズ対策を施してあるため高い信頼性を得てい

　ます 。

１－ ３



第２章

ご使用の前の注意事項

　ご使用前の開梱および電気的、構造的な注意事項について説明します。

目次
２．１　開封時の点検 ............................................................ 2-2
２．２　ご使用になる前に .................................................... 2-4
2. 2. 1　電源電圧の確認.................................................... 2-4
2. 2. 2　ヒューズ定格........................................................ 2-5
2. 2. 3　設置場所の注意.................................................... 2-6
2. 2. 4　移動時の注意........................................................ 2-7



第２童

２．

使用前の注意および準鯖

１　開封時の点検

本器は機械的ならびに電機的に十分な試験、検査を受け正常に動作することが確認された状態で出荷さ

れています 。

　本器がお手元に届きしだい輸送中に損傷を受けていないか、また付属晶が正しく添付されているか 、

チェックしてください 。

　万一 不具合がありましたらお買い上げ元、または当社営業所へお問い合わせください 。

◆
ド　電
、
竈

ｏ、

！
　　　「

ギ

」

図２．１　梱包図

受
、／

電源 コード 高圧テストリード（兀Ｏ１－ＴＯＳ）

婁多

５ＰＤ工Ｎプラグ（組立式）

２－２

“高電圧危険”表示シール



第２葦 使用前の注意およぴ準備

父
汐

繍
　１１

ｏ
取扱説明書

笥

電源ヒューズ（ヒューズ ・ホルダに装着）

図２．２ 付属晶

付属品 数量 備考 チェツク

電源 コード １

ＡＣアダプタプラグ（３Ｐ－２Ｐ） １ 日本国内仕様にのみ付属

高電圧テストリード
Ｌ０１－ＴＯＳ（１ ．５ｍ） １組

５ＰＤｌＮプラグ １ 組立式

“高電圧危険”表示シール １

取扱説明書 １

電源ヒューズ ２ ヒューズ ・ホルダのキャッ プの中

予備を含め２本装着

２－３
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２．２　ご使用になる前に

　本項では、本器を安全かつ正しくご使用いただくために電気的、構造的な注意事項について解説します。
　本器をご使用いただく前に必ずお読みください。

２．２．１　電源電圧の確認

　本器の電源電圧の許容入力範囲は次の通りです。

公称使用電圧 許容電圧範囲 公称使用周波数

　　100V 公称使用電圧 　　50/60Hz
　の±10%

　本器は公称使用電圧の±10%の範囲で正常に使用できます。この範囲外では、動作不完全になるばかり
でなく、故障の原因ともなりますので、適切な方法で供給電圧を公称使用電圧±10%の範囲にしてお使い
ください。
　工場オプションにより次の電圧に変更できます。

公称使用電圧 110V 120V 220V 230V 240V

　本器の電源コネクタの隣に次の表が記載されています。何もマークされていない場合、公称使用電圧は
100V です。公称使用電圧の変更は工場出荷時に行われます。変更が行われている場合は変更した電圧の左
にマークがつけられています。
　電源を投入する前に必ず公称使用電圧をご確認ください。

 SETTING SUPPLY FUSE
250V

STANDARD 100V

110V 1A

120V SLOW

220V

230V 0.5A

240V SLOW

警告 ・公称使用電圧の変更は一切当社のサービスマンにお任せください。

・本製品に添付された電源コードを他の機器の電源コードに使用しないでください。
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２． ２． ２　ヒューズ定格

　電源 コードを電源 コネクタに接続する前にヒューズ定格をご確認ください。本器のヒューズホルダは電

源コネクタと一体型となっています 。

　ヒューズホルダのキャッ プはマイナスのドライバー等で次の図のように取り外すことができます 。

ヒューズぱキャッ プ側に予備を含め２本装着されています 。

　ヒューズを取り出し定格をご確認ください 。

斥
ｌ
ｌ

　　　巧
　　’ｌ
　　

Ｉ１．

ｌ

　　ｌ　ｌ

　　ｌ１
　　ｌ　ｌ

　　ｌ　ｌ

　　ｌ　１

　　
１　１

ク
図２．３　 ヒューズの交換

公称使用電圧 ヒューズ定格
ｉ

１ＯＯＶ

１１０Ｖ ２５０Ｖ　ｌＡ　ＳＬＯＷ

１２０Ｖ

２２０Ｖ

２３０Ｖ ２５０Ｖ０．５Ａ　ＳＬＯＷ

２４０Ｖ

　定格の確認後、取り外した時と逆の順序に従 って 、ヒューズとキャッ プを元に戻します 。キャッ プは

“カチッ ”と音がするまで押し込んでください 。

　ヒューズを交換する場合には 、予備として添付した同一定格のヒューズをご使用ください。予備の

ヒューズはヒューズホルダのキャッ プに装着されています。その後、ヒューズを必要とされる場合には必

ず同一定格のものをご使用ください 。

固 ・定格の違うヒューズやヒューズホルダを短絡してのご使用は危険です 。

糸触寸にしないでください 。

２－５
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２．２．３　設置場所の注意

　本器を設置する際の注意事項です。必ず守ってください。

■ 可燃性雰囲気内で使用しないでください。

爆発や火災を引き起こす恐れがありますので、アルコールやシンナーなどの可燃物の近く、および
その雰囲気内では使用しないでください。

■ 高温になる場所、直射日光の当たる場所を避けてください。

発熱・暖房器具の近く、および温度が急に変化する場所に置かないでください。

動作温度範囲：0℃～+40℃ 保存温度範囲：-20℃～+70℃

■ 湿度の高い場所を避けてください。

湯沸かし器、加湿器、水道の近くなど湿度の高い場所には置かないでください。

動作湿度範囲：20%～80%RH（ただし、結露なきこと）

保存湿度範囲：80%RH以下（ただし、結露なきこと）

動作湿度範囲内でも結露する場合があります。その場合には、完全に乾くまで本器を使用しないで
ください。

■ 腐食性雰囲気内に置かないでください。

腐食性雰囲気内や硫酸ミストの多い環境に設置しないでください。製品内部の導体腐食やコネクタ
の接触不良などを引き起こし、誤動作や故障の原因となり、火災につながることがあります。

■ ほこりや塵の多い場所に置かないでください。

ほこりや塵の付着により感電や火災につながることがあります。

■ 風通しの悪い場所で使用しないでください。

本製品の周囲に空気が流れるように十分な空間を確保してください。

■ 本器の上に物を乗せないでください。

特に重い物を乗せると、故障の原因になります。

■ 傾いた場所や振動がある場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりして破損やけがの原因になります。

■ 周囲に強力な磁界や電界のある場所で使用しないでください。

誤動作により、感電や火災につながることがあります。

■ 周囲に感度の高い測定器や受信機がある場所で使用しないでください。

本器から発生するノイズにより、機器が影響を受けることがあります。

3kV以上の試験電圧において、テストリードのクリップ間で相当量の広帯域RFエッミションを生
じるコロナ放電を発生することがあります。この影響を最小限に抑えるため、ワニグチクリップど
うしをなるべく離します。

また、ワニグチクリップとテストリードを導体表面（特に鋭利な金属端）に近づけないでください。
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■ 電源プラグの周囲には充分な空間を確保してください。

電源プラグの挿抜が困難になるようなコンセントに差し込んだり、その挿抜が困難になるようなも
のを置かないでください。

２．２．4　移動時の注意

　本器を設置場所まで移動する、または本器を輸送する際には、次の点にご注意ください。

■ 本器を移動する場合は、POWERスイッチをOFFにしてください。

POWERスイッチをONにしたまま移動すると感電や破損の原因になります。

■ 本器を移動する場合は、接続されているすべての配線を外してください。

ケーブル類を外さないで移動すると断線や転倒によるけがの原因になります。

■ 本器を輸送する場合は、必ず専用の梱包材をご使用ください。

専用の梱包材を使用しないと輸送中の振動や落下などによる破損の原因になります。



第３章

取り扱い上の注意

人身にかかわる事故を未然に防ぐための注意事項について説明します 。

固
　本器は 、３ｋＶにおよぶ高電圧を外部に供給しますので 、取り扱いを誤れ

ぱ人命にもかかわる事故が考えられます。万一の事故防止のため 、注意事

項を厳守の上、常に細心の注意を払い安全を確認しつつお使いください 。

目次
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３． １　准備

３． １． １　ゴム手袋の装着

本器使用の際は 、感電防止のため必ず電気作業用のゴム手袋を装着してください。なお 、手袋の入手が
困難な場合は当社までご相談ください 。

３． １． ２　大地アースヘの接地

　本器、筐体背面の保護接地端子を 、大地アースに確実に工具を用いて接地してください。接地が不完全
であれば、出力を大地や大地アースに接続しているコンペア等、周辺機器、または周辺の商用電源ライン
に短絡した場合に、本器の筐体が高電圧に充電されます。この状態で箆体に触れますと感電して危険で
す。

．口口

昌

保護接地端子

図３ ．１

［解説コ　商用電源ラインとは 、一般に本器のＡＣコードを差し込むソケット（コンセント）につなが
っ

　　　　ているラインのことで、ここでは自家発電装置によるものを含みます
。

３－２
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３．２　作業中の注意

３．２．１　低圧側テストリードの接続

　低圧側（LOW 端子）のテストリードの接続方法を図 3.2 に示します。このリード線が切断していないか
使用の度に点検してください。また被試験物への接続は、低圧側から確実に行ってください。接続が不完
全ですと被試験物全体が高電圧に充電されることがあり危険です。

LOW端子

テストリード (黒)
　被試験物の筐体へ

テストリード取り付けガードを
このように取り付けます

図 3.2

３．２．２　高圧側テストリードの接続

　低圧側テストリードを接続した後で行ってください。

手順１               スイッチを押します。

手順２ 「出力電圧計の指示が "0" であること！」を確認します。

手順３ 「DANGER ランプが消灯していること！」を確認します。

手順４ 高圧出力側テストリードを高圧出力端子に接続します。

手順５ 低圧側テストリードと高圧出力側テストリードを短絡して高電圧が出力端子に出力されて
いないことを確かめます。

手順６ 低圧側テストリード、高圧出力側テストリードの順で被試験物に接続します。

STOP
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３． ２． ３　電源スイッチの投入

　電源スイッチの投入は 、ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥツマミが左に回しきり（ １’ ０１’ 位置）になっていることを確認

の上行 ってください 。

３． ２． ４　試験条件の変更

試験条件の変更は、匝 スイッチを押し、かつＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥツマミが左へ回し切り（”０” 位置）

になっ ていることを確めた上で行 ってください 。

３． ２． ５　試験、作業の中断

　試験続行中以外の時には 、ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥツマミを常に左へ回し切 って（ ’’ ｏ’’ 位置）おいてください 。

また 囲スイッチを押して安全を確保してください。しばらく使用しないとき 、あるいは作業者が本

器より離れるときには 、電源スイッチを遮断してください 。

昌コ

１国醐　　●
猪膿含”鵠Ｅ目 　　 Ｔ０ｓ５０３０

８・・阯

　ＬＯＷ　　Ｏｕ１．ＰｕＴ　　Ｈ１６Ｈ｝Ｏ日＾ＯＥ

　　　”＾＾３ｋＶ

◎

ｏｏ　

ＣｕＴＯ‘ｒ　 Ｏｕ田日Ｅ“Ｔ

△０Ｈ?前’ｏ甲皿…・

　　…　１
．．

・５

０． 昌

匝回 スイツチ

ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥ

つまみ

電源スイッチ

図３ ．３

３４
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３． ２． ６　試験中の危険箇所

　テスト状態で、被試験物やテストリード、プローブ、出力端子周辺の高圧充電部に手を触れると危険で

す。

■

ワニグチクリップ

ここは純対に季を触れないでください 。

図３ ．４

・付属のテストリードのワニグチクリッ プのビニール被覆は、絶縁耐力がありません 。

絶対に手を触れないでください 。

３． ３　出力遮断後の注意

３． ３． １　試験後の確認事項

配線のやり直しなどのために、被試験物やテストリｉド、プ ローブ、出力端子周辺等の高圧充電部に手

を触れる場合には 、

「出力電圧計の指示が ’’ ０Ｉ’ であること！」

「ＤＡＮＧＥＲランプが消灯していること！」

の両方を確認してください 。

３－５
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３． ４　リモートコントロール時の注意

　本器をリモートコントロールする場合には 、外部からの信号で高電圧をオン／オフすることになりま

す。 事故防止のため 、次の安全対策を施してください 。

○不用意に高電圧が出力されない（ＴＥＳＴ状態にならない）ようにすること 。

○高電圧が出力されている（ＴＥＳＴ状態）時には 、いかなる人も被試験物、テストリード 、プローブ
、

　出力端子周辺等には 、触れることが出来ないようにすること 。

３． ５　禁止事項

３． ５． １　電源のＯＮ／ＯＦＦの繰り返し

　一度電源スイ ッチを遮断した後は 、数秒の時問をおいてから再投入してください。特に出力を出したま

ま、 電源スイッチの遮断、投入を繰り返さないでくだきい。本器の保護機能で保護しきれない場合があり

危険です 。

　出力を出したまま電源を遮断することは 、非常の場合を除き止めてください 。

３． ５． ２　大地への短絡

　出力を大地や大地アースに接続しているコンベア等周辺機器、または周辺の商用電源ラインに短絡させ

ないでください。本器の崖体が高電圧に充電され危険です 。

　本器の崖体が大地に接地されていれば、本器の低圧側端子と高圧側端子を短絡しても 、本器は故障する

ことなく 、崖体が充電されることもありません 。

　従 って 、必ず保護接地端子を接地してご使用ください 。

３． ６　非常の場合

３． ６． １　非常時の処置

本器、または被試験物等の異常により 、万一感電事故、被試験物の焼損など非常事態が生じた場合には

○本器の電源スイッ チを遮断します 。

○本器のＡＣコードを電源ラインから引き抜きます 。

この２つの操作を行 ってください。どちらから先に行 っても構いませんが必ず両方の操作を行 ってくだ

さい 。

３－６
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３１ ７　故障について

３． ７． １　故障の時には使用中止

　本器が次の状態になった時は 、「高電圧出力を出したまま 、その出力を遮断できない」という大変危険

な故障の可能性があります。直ちに電源スイッチを遮断し 、本器のＡＣコードを電源ラインから引き抜い

て使用を中止してください 。

　危険ですので修理は必ず当社に依頼してください 。

○匝≡〕スイッチを押してもＤＡＮＧＥＲランプが点灯し続けるとき
。

○ＤＡＮＧＥＲランプが点灯しないで出力電圧計の針が振れたままのとき 。

　その他正常でない動作をしている時は、作業者の意思と無関係に高電圧が出力される可能性があります 。

使用を中止してください 。

３． ７． ２　ＤＡＮＧＥＲランプ

　ＤＡＮＧＥＲランプが断線等で点灯しなくなった場合は 、誤操作の原因となり 、感電の危険を引き起こしま

すので、使用を中止し 、当社に修理を依頼してください 。

皿
１． 本器の無負荷時の最大出力電圧は３ｋＶよりも高い値になります。電源変動に比例してさらに高い値に

　　なりますが、必ず３ｋＶ以下の電圧でご使用ください ・

２． 本器のＡＣ耐電圧試験部の商圧トランスの放熱能力は、大きさ 、重量、コスト等の考慮により定格出力

　　に対して〃２の設計になっています。従って 、上隈基準値５ｍＡを越える試験を行う場合には 、試験時

　　問以上の休止時問を設けてください。また試験時問の最長時問は３０分（周囲温度４０℃以下）です 。

　　これを超えて使用した場合、高圧トランス内部の温度ヒューズが切れることがありますので注意して

　　ご使用ください 。

周囲温度 ｆ（℃）

ｆ≦４（κにて

上隈基準値∫（ｍＡ）

５〈∫≦１Ｏ

∫≦５

休止時間

試験時問と同等以上

不要

最大試験時聞

３０分以下

連続出力可能

３． 本器は公称使用電圧の±１０％の範囲で正常に使用できます。この範囲外では 、動作不完全となるばか

　　りでなく 、故障の原因ともなりますので、適切な方法で供給電圧を公称使用電圧の±１Ｏ％の範囲にし

　　てお使いください 。

４．　直射日光の下、高温多湿または壌の多い環境での使用 、保存は避けてください 。

３－ ７
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５． 本器は 、３０ＶＡの高圧出カトランスを搭載しています。次の２つの場合、本器を接続している商用電

　　源ライン等に 、相当大きな電流（数１０Ａ）が流れる場合があります 。

○被試験物がＦＡｒＬだ った場合、本器がＰＡｒＬを検出するまでの数１０ｍｓ。

○スタートする瞬間の数１０ｍｓ。

電源ラインの容量、またそのラインに接続されている他の電子機器等に考慮してくだきい 。

また 、過電流保護機能が電流遮断型の交流安定化電源に本器を接続しないでください 。

電流が遮断されますと本器は高圧出力に相当大きなサージ電圧を発生し 、大変危険です 。

３－ ８



第４章

操作方法

各部の名称と操作方法について説明します 。

目次

４． 　１

４． ２

４． ３

　４
．３ ．１

　４
．３ ．２

　４
．３ ．３

　４
．３ ．４

前面パネルの説明
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

後面パネルの説明
．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．

操作および動作の説明
．．．．．．．．．．．．

試験の前に
．．．．．Ｉ．、、．．．．．．．．、．．…．．．．

試験手順
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　リモートコントロールについて ．．．

接点信号について
．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．

４－２

４－ ４

４－５

４５

４－５

４－６

４－ ８
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４． １　前面パネルの説明

?　?　　　　　? ?　　?

宇?
醐｝■ＴＨＳｆ＾冊ＯｌＮＣ

ＶＯＬＴ＾ＣＥ　ＴＥ５τＥ周

?

仁ｕＴＯｒｒ　 Ｏｕ日祠ＥＨτ

△ｏ“肺’ｏ印肺…

　　２　１ 　‘ 　．５

図４．１前面パネル図

?囲
ＯＮ／ＯＦＦ

?匝

?囲

?ＲＥＭＯＴＥ

電源スイ ッチです。投入する前に「第３章　取り扱い上の注意」の項

を読んでください 。

リセット状態で 、このボタンを押すと 、ＤＡＮＧＥＲランプが点灯し

ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥつまみで設定された試験電圧がＯＵＴＰＵＴ端子に出

力されます 。

試験を終了したいとき 、あるいは試験中に出力を遮断したいときに 、

このスイッチを押してください。またＰＡＩＬ信号を解除する場合にも
、

このスイッチを押してください 。

本器のスタート／ストッ プ操作をリモートコントロールする場合に
、

リモートコントロール ・ボックス（ＲＣｏｌ－ＴＯＳ ，ＲＣ０２－ＴＯＳ）を接続す

るか、あるいは他からの制御信号を入力するためのコネクタです。本

器をリモートコントロールする前に 、必ず４ ．３ ．３項の「リモート

コントロールについて」の項（４－６ぺ一ジ）をお読みください
。

４－２



第司童　操作方法

?ＴＥＳＴＶＯＬＴＡＧＥ 試験電圧調整用のつまみです 。Ｈ　Ｏ １１ 位置より時計方向に回すと出力電

圧は上昇します。試験を行わないときは、必ず左へ回し切り（ Ｉ１ Ｏ１’ 位

置）にしておいてください 。

?ＨｌＧＨＶＯＬＴＡＧＥ端子

?　ＬＯＷ端子

試験電圧出力用の高圧側端子です 。

試験電圧出力用の低圧側端子です。匿体とは直接接続されています 。

?　ＤＡＮＧＥＲ ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥつまみを回すだけで試験電圧を出力可能な状態 、ま

たは現に試験電圧が出力されている状態を示す赤色ランプです 。

?　電圧計 出力電圧を示す電圧計です。高圧出力端子の電圧を直接読み取っていま

す。

?電圧計調整器 電圧計の機械的なゼロ 調整器です。ゼロ 点の調整は必ず電源がＯＦＦの

状態で行 ってください 。

?　ＦＡｌＬ

?ＣＵＴＯＦＦＣＵＲＲＥＮＴｌｍＡｌ

圃

試験結果がＦＡＩＬであることを示すインジケータです 。

漏れ電流検出基準値設定用のつまみです。０．５／１／２／５／１０ｍＡの５レ

ンジあります。被試験物に設定値以上の電流が流れると本器はＦ刈Ｌの

判定をして瞬時に出力を遮断し 、ＦＡＩＬ信号を発生します。基準値は被

試験物の規格等に合わせて設定してください 。

・ＣＵＴＯＦＦ　ＣＵＲＲＥＮＴの設定により試験時問および休止時問に制限がありま

す。 パネル表示の ｌｌ

ＯＮ３０ｍｉｎ・は最大試験時問を示し 、１ｌＯＦＦ３０ｍｉｎ
ｌｌ は最少試

験時問を示しています。詳細は７ ．１ ．１電気的仕様
１■ をお読みください 。

ψ３
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４． ２　後面パネルの説明

ｒ】

図４ ．２ 後面パネル図

■１ユ３

ｊ保護接地端子 本器を大地へ携地するための保護接地端子です

本器を使用する際は感竜防止のため 、３ ．１ ２項を参照の上、必ず緒地を

収ってくだきい 、．

帖　　ＡＣ 　ＬｌＮＥ

５０／６０Ｈｚ

ＡＣ電源供給０）電源 コード接続 コネクタです

います

ヒューズホルダを萩ねて

」１５１　ＦＡｌＬ 　ＳｌＧＮＡＬ ＦＡＩＬ信号としてメーク接点信号を出力します
．一

ｌＡ ，ＤＣ３０Ｖ ｌＡで↑ 詳細は「４ ．３ ．４

接点定格はＡＣ１ＯＯＶ

接点信号について」の項
μ一８ぺ一ジ）に述べられています

１６１コード巻き 収納時 、電源 コードを巻いておくコード巻きです
．

４４



第４章操作方法

４． ３　操作および動作の説明

４． ３． １　試験の前に

（１）電源スイ ッチ投入前に 、電圧計の指針が ’’ ＯＩ１ 目盛の上にあることを確認してください。ずれている場

　　合には指針が正しい位置に乗るように、メーター 下の
’１ ０１’ 調整器を調整してください。もし本器の電

　　源が投入きれていた場合には 、一旦電源スイッチを遮断してから確認してください 。

（２）「第３章　取り扱い上の圧意」の項を軌読の上 、匡亘匝…亘〕スイ ッチを投入し 、次の手順に従って操作

　　してください 。

４． ３． ２　試験手順

（１）漏れ電流検出基準値の設定

　　　ＣＵＴＯＦＦ　ＣＵＲＲＥＮＴつまみより 、被試．験物の規格等に合わせて電流検出の基準値を設定します 。

国
ＣＵＴＯＦＦ　ＣＵＲＲＥＮＴの設定により試験時聞および休止時間に制限がありま

す。 パネル表示の ｌｌ

ＯＮ３０ｍｉｎ・は最大試験時問を示し 、ｌ１Ｏ冊３０ｍｉｎ
ｌｌ は最少試

験時問を示しています。詳細は７ ．１ ’１ 電気的仕様 ’１ をお読みください 。

（２）試験電圧の設定

　　　 ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥつまみが左へ回し切りであることを確認し、匝 スインチを押します。電圧

　　計の指示を見ながら 、ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥつまみを徐々に右に回し 、試験電圧を設定します。その後
、

　　匝 スイッ チを押し出力を遮断します 。

（３）被試験物の接続

　　　「出力電圧計の指示が １１ ０ＩＩ であること！」 、「ＤＡＮＧＥＲランプが消灯していること！」の２項目

　　を確認の上、ＬＯＷ側テストリードを本器のＬＯＷ端子に接続します。そのテストリードにて高圧出力

　　端子を短絡し 、出力端子に高電圧が印加されていないことを確認の上、高圧傾１」テストリードを本器の

　　高圧出力端子に接続します 。

　　　　次に先ず、ＬＯＷ側テストリードを被試験物に接続します。その後、高圧側テストリードを被試験

　　物に接続します 。

（４）試　験

　　 （ａ） 画ロスイ ノチを押丁と試毅が開始されます 。

（ｂ）試験中にＣＵＴＯＦＦ　ＣＵＲＲＥＮＴ設定スイ ッチで設定した以上の電流が被試験物に流れた場合に

　　は 、本器はＦＡＩＬの判定を出し瞬時に出力を遮断し 、かつＦＡＩＬ信号を発生します。信号の内容

　　はランプ／ブザー／メーク接点信号です 。

　　解除する場合には一匝 スイッ チを押してください 。

（ｃ）所定の時聞を経過しても 、ＦＡＩＬ信号が出力されない場合は 、その試料は 、良晶という判定にな

　　 ります。匝亘亘〕スイッ チを押し出力を遮断してください 。

（ｄ）試験が終わ ったら １匝≡〕スイッチを押し 、ＴＥＳＴ　ＶＯＬＴＡＧＥつまみを “Ｏ ”位置にもどしてか
　　 ら、／亘西…亘〕スイ ノチをＯＦＦにするようにしてください 。

４５
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４． ３． ３　リモートコントロールについて

（１）本器は別売のリモートコントロール ・ボックスにて ・スタート／ストッ プ操作をリモートコントロー

　　ルすることができます。パネル面のＲＥＭＯＴＥソケットに接続ケー ブルのプラグを挿入することによ
　　 り、 パ不ル操作からリモート操作に内部で切り換わります。その場合にパネルの匝ロスイ ノチは

　　利かなくなります。ストッ プ操作はパネルおよびリモートコントロールの双方から可能です 。

　　さらに、リモートコントロ】ル ・ボックスを用いずに 、他の制御機器等で容易にリモートコントロー

　　ルが可能です。その方法を次に述べます 。

　但し 、その場合には外部よりの信号にて高電圧をオン／オフすることになり場合によっては大

変危険な状態が発生し得ます。従 って不用意に高電圧が発生することのないよう 、また高電圧が

出力されている時にはいかなる人も

、撞孟Ｌ釜に触ることができないよう 、十分な安全対策を施してください 。

　上記の対策が施せない場合には 、下記のリモートコントロールは行わないでください 。

（ａ）　 回口 をリモート可 一ヒ な状能にするために 　２ ・ピンと３ ・ピンを １１ ず夕部で」続して 　ださい
・

（ｂ）図４．３の場合は 、スタートおよびストッ プの接点を制御することにより 、パネルで操作するのと

　　全く同一の動作となります 。

（ｃ）図４．４の場合は 、接点をＮＯ側に倒した場合にＴＥＳＴ状態となり 、接点をＮＣ側に戻すと強制的

　　にＳＴＯＰ状態となります 。

本器

５

４

３

２

１　０

本器

ＮＯ ＮＣ

?ＣＯＭ

匝団匝画
ＣＯＭ

匝団匝画
ＲＥＭＯＴ巳ＣＯＮＴＲＯＬソケット

図４ ．３ 図４．４

（ｄ）図４．３の接点を論理素子 ・Ｔｒ ・冊丁 ・フオトカプラ等に置き換えることも可能です。図４－５にそ

　　の例を示します。その場合の本器の入力条件は次の通りです 。

○ハイレベル入力電圧

○ローレベル入力電圧

○ローレベルはき出し電流

○入力の必要な時間幅

ｌ　

ｌ～１５Ｖ

０～４Ｖ

７ｍＡ以下

最小２０ｍｓ

４－６
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本器

５

４

３

２

１

丁
い

⊥

Ｉｒ

↓＿・・。、
以上

↓ポ

ォトカプラ。。　
／

⊥斗・・。ｓ以上

ＣＯＭ

匝団

図４ ．５

圃 それぞれの入力端子は 、十１５Ｖにプルアッ プされています。入力端子を開放

するとハイレベル入力と等価になります 。

Ｉｃ ・Ｉｃ１が７ｍＡ以上引けるようｉ ・ｉ１を考慮してください 。

本器を制御する回路のコモン（図中?点）と電源ライン 、または大地問の

インピーダンスは５ＭΩ以上必要です 。

ＦＡＩＬ信号解除のためのＳＴＯＰ信号のタイミングは下図の通りです 。

ＦＡＩＬ

ＳＴＯＰ

１ＯＯｍｓ

以上
２０ｍｓ以上

図４ ．６

（ｅ）本器に接続する素子としては、ノイズによるシステムの誤動作を考慮すると 、図４．５のごとくフォ

　　トカプラを用いるか、または図４．３のごとくリレーを用いるのが有利かと思われます 。

　　本器は 、本器または周辺機器が発生するノイズで誤動作を起こさぬよう考慮きれていますが、接

　　続する機器が誤動作しないよう十分なノイズ対策を施してください 。

（ｆ）　リモートコントロールソケットのピン番号はＤＩＮ規格に基づいて配列されており 、番号順に並ん

　　ではいませんので注意が必要です。図４．７にピン配列を示します
。

◆ ソケットをパネル面より見た図

図４ ．７

４－ ７
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４． ３． ４　接点信号について

（１）本器はＦＡＩＬ信号としてメーク接点信号を背面の端子に出力しています。ＦＡＩＬの判定をしたときに出

　　力され 、次にＳＴＯＰ信号を人力するまでの問 、連続信号として出力されます 。

（２）接点信号とは図４．８のように接点のみが存在し 、信号出力時にその接点が閉じたり開いたりするもの

　　であり 、信号の中に電源を持っておりません。従 って電源を持たない負荷に対するドライブ能力はあ

　　りません 。

ＦＡｎ二ＳＩＧＮＡＬ

図４ ．８

　　　接点信号と呼ばれるもののうち信号出力時に接点が閉じるものをメーク接点（ｍａｋｅ　ｃｏｎｔａｃｔ， ｎｏｒ －

　　ｍａｌｌｙ　ｏｐｅｎ　ｃｏｎｔａｃｔ）、 または ａ接点（ｆｏｍ　ａ　ｃｏｎｔａｃｔ）信号と呼びます。信号出力時に接点が開くもの

　　をブレーク接点（ｂｒｅａｋｃｏｎｔａｃｔ，ｎｏｍａ１ｌｙｃｌｏｓｅｃｏｎｔａｃｔ）、 またはｂ接点（ｆｏｍｂｃｏｎｔｏｃａｔ）信号と呼びま

　　す 。

　　　なお 、本器はメーク接点信号を出力しています。接点の開閉能力はＡＣ１ｏＯＶ ・ｌＡ／ＤＣ３０Ｖ ・１Ａ

　　です。回路 一シャーシ聞の耐電圧はＡＣ５００Ｖ／１分問です 。

（３）接点信号の利用例を述べます 。

　　 ｏ　 ＦＡ几ＳＩＧ．でＤＣブザーをドライブする例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡ几判定時に閉じる

　　　　　　　　　　本器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０Ｖ以下

１Ａ以下

図４ ，９

ｏ　 ＦＡＩＬ 　ＳＩＧ．でランプをドライプする例

本器
ＦＡ工Ｌ判定時に閉じる

　　　　　　ランプ

ＡＣ１００Ｖ

ｌＡ以下

図４．ｌＯ

４－ ８
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○信号出力時にディジタル信号の “Ｌ”レベルを得る例

本器 Ｖ＋

信号出力 １１ ＬＩＩ

図４．１ｌ

図４．ｌｌの結線で ?点には信号出力時に “Ｌ ■’ の出力が得られます。但し 、?点の信号は接点のチャ

タリングを含みますので 、後に接続される回路に応じたチャタリング対策が必要です。また場合に

よってはノイズ対策を必要とします 。

（４）接点信号利用上の注意

　この接点信号を利用するときには、利用法に適した接点保護対策（サージ吸収）を施してください 。

保護対策がありませんと 、後に接続される回路が誤動作する可能性があるだけでなく 、本器の接点が

破損する事があります 。

　図４．１２ 、図４．１３に接点保護の例を示します
。

Ｃ　　　Ｒ

本器

負荷

ＡＣ１００Ｖ

ｌＡ以下

　　　　　　　　Ｒ：１００Ω位　　　２Ｗ以上

　　　　　　　　Ｃ 　ｌ　ｏ ．１α Ｆ位　　ＡＣ２５０Ｖ以上

（Ｒ ，Ｃの値は参考値です。実際の条件によって適切に選んでください 。）

図４．１２

４－９
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本器

負荷

ｌＡ以下一

３０Ｖり、下

　　　　　　　　ダイオード

　　　　　　　　　　逆方向電圧　２００Ｖ以上

　　　　　　　　　　順方向電流　　ユＡ以上

（ダイオード０）定格は参考です。実際の条件によっ て適切に選んでください 。）

図４．１３



第５章

動作原理

各部の名称と操作方法について説明します 。

目次

５． １

５． ２

５． ３

ブロックダイアグラム
．．．．．．．、．．．

構成各部の説明
、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．

ゼロ 投入スイッチについて
．．．

５－２

５－２

５－３
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５． １ ブロックダイアグラム

?　　　　　　　　?
ＡＣライン
　　　　　　　リレー 電圧調整器 高圧トランス

出力端子

?ｋＶ

?　　　　　　　?

スタート コンパレータ　　　　電流検出回路

コントロール

　回　　路

ストッ プ ＦＡ１Ｌ警報

保護回路

図５ ．一

５． ２　構成各部の説明

?　リレー

?電圧調整器

?　高圧トランス

?　電　圧　計

?　電流検出回路

?コンパレータ

■?　 コントロール回路

?保護回路

耐電圧試験を行うために電圧調整器に入力されるラインからの電圧を開閉しま

す。 開閉時の波形のあばれを極力少なくするために半導体によるゼロ 投入ス

イッ チを採用しています 。

出力電圧を調整するためのもので、スライドトランスを用いています 。

約１：３０の比で電圧調整器からの出力電圧をｏ－３ｋＶまで昇圧します 。３ｋＶ ・

ｌＯｍＡの出力が得られます 。

本器の出力電圧を指示します。出力端子の電圧を直接読み取 っています 。

両波整流用のブリッ ジダイオード ・レンジ毎の電流検出抵抗 ・積分回路により

構成されています 。

基準電圧発生回路及び比較器により構成され 、ＮＧの判定を行います 。

本器のシーケンス ・コントロール全てを実行します 。

試験を安全に実行するために 、各種の保護回路が考慮きれています。しかし
、

本器の取り扱いには十分注意してください 。

５－ ２
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５． ３　ゼロ投入スイッチについて

　耐圧試験器において 、高圧トランスの一次側を有接点スイ ッチにて開閉するとそれに伴い出力波形があ

ばれます。そのために被試験物に必要以上の高い電圧が印加され、被試験物を破損したり 、あるいは良晶

を不良晶と判定してしまう不都合が有り得ます。それに対し 、半導体を用いたゼロ 投入スイ ッチを使用し

電源電圧が０Ｖ付近において回路を開閉することにより 、あばれの少ない試験電圧波形を得ることができ

ます
、。

ＳＴＡＲＴ信号

ＳＴＯＰ信号

ＴＥＳＴ信号

メカニカルリレー
使用による試験
　　電圧波形

ゼロ 投入スイッチ
使用による試．験

　　電圧波形

?、
、
１

圃 オプションの高圧テストプローブ（ＨＰＯｌＡ－ＴＯＳ ，ＨＰ０２Ａ－ＴＯＳ）をご使用になる場合

は、 プローブから試験電圧を出力したまま被測定物に接続しないでください。また 、

プローブから試験電圧を出力したままプ ローブと被測定物との接続を切らないでくだ

さい
。

プローフから高電圧を出力中にプローフと被試験物との接続を断続すると±虹

並塁がなくなり 、被試験物を破損することがあります 。

必ずプ ローブを被試験物に接続後に試験を開始し 、かつ試験の終丁後に被試験物から

プローブを離してください 。

５－ ３



第６章

保守

保守、点検および校正について説明します 。

目次

６． １　お手入れ
．．．．．．．．．…．．、．．、．．．．

６． ２　点検
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　６ ．２．１電源 コード
．．．．．．．．．．．

　６ ．２．２　高圧テストリード
．．．

６． ３　校正
．．．．．．．、．．．．．．．、．．．．．．．、．．．

６－２

６－２

６－２

６－２

６－２
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長期問にわたり本器の初期の性能を保つためには 、定期的に保守、点検および校正が必要となります 。

圃 本器は３ｋＶにおよぶ高電圧を発生します。従 って本器の校正はたいへん危険を伴い

ますので

、二切当並凶
。

６． １　お手入れ

パネル面が汚れた場合には 、水で薄めた中性洗剤を柔らかい布につけ 、軽く拭いてください 。

圃 必ず電源を遮断してお手入れくだきい 。

・揮発性のものは使用しないでください。ベンジンやシンナーなどをつけて拭かないで

ください。表面の変色、印刷文字の消去などが起きることがあります。また上面板 、

背面板は塗装がはがれることがあります 。

６． ２　点検

６． ２． １　電源コード

被覆の破れ、プラグのがた 、割れなどがないか点検してください 。

６． ２． ２　高圧テストリード

高圧側と低圧側のテストリードは消耗品です。使用する度に次の項目を必ず点検してください 。

（１）被覆の破れ 、ヒビ 、割れなどがないこと 。

（２）断線がないこと 。　（テスター 等でご確認ください 。）

固 被覆の破れ、断線等があると感電の危険があります 。

すぐに使用を中止してくだきい 。

６． ３　校正

　本器は 、工場出荷時に適切な校正が行われています。しかし 、長期間の使用による経時変化等により校

正が必要となります 。

圃 本器は３ｋＶにおよぶ高電圧を発生します。従 って本器の校正はたいへん危険を伴い

ますので、一切当社のサービスマンにお任せください 。

６－ ２



第７章

仕様

本器の仕様を記載します 。

目次

７． １　電気的仕様
．．．

７． ２　外形寸法図
．．．

７－２

７－５
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７． １　電気的仕様

項　　目 規　　　　格 備　考

試験電圧 印加電圧 ０～３ｋＶ

出　　力 ３０ＶＡ／３ｋＶ ・１ＯｍＡ（但し 、公称の電源電圧時） 注１参照

波　　形 商用電源波形

電圧変動率 公称電圧が１００Ｖ ，ｌ１０Ｖ ，１２０Ｖの時

　１５％以下（最大定格負荷→無負荷にて）

公称電圧が２２０Ｖ，２３０Ｖ ，２４０Ｖの時

　２０％以下（最大定格負荷→無負荷にて）

スイッ チング ゼロ 投入スイッチ使用

出力電圧計 スケール ３ｋｖ　仁ｓ

使用計器階級 ＪＩＳ２．５級

確　　度 ±５％ゴｓ

指　　示 平均値応答／実効値目盛

良否判定機能 判定方式 ○基準値以上の電流を検出した場合にＦＡＩＬ判定

ｏＦＡＩＬと判定した時には出力を遮断し 、ＦＡＩＬ警報を発生

判定基準値 ０， ５／１／２／５／ｌＯｍＡ

判定確度 ○基準値に対して±５％ 注２参照

電流検出方法 ○電流の絶対値を積分し 、基準と比較

校　　正 純抵抗負荷を用いて正弦波の実効値にて校正

検出に必要な

負荷

力電圧

１０ｍＡ設定にて４００Ｖ 注３参照

寸　　法

最大部）

２００Ｗ×１３２Ｈ　Ｘ２１５Ｄ　ｍｍ

２００Ｗ×１６０Ｈ×２８０Ｄ）ｍｍ

芹斥　　　　旦
　　　　埋」 約４．８ｋｇ 注４参照

（注ユ）本器のＡＣ耐電圧試験部の高圧トランスの放熱能力は 、大きさ 、重量、コスト等の考慮により定格

　　　出力に対してｌ／２の設計になっています。従 って 、上限基準値５ｍＡを越える試験を行う場合には
、

　　　試験時問以上あ休止時聞を設けてください。また試験時間の最長時問は３０分（周囲温度４０℃

　　　以下）です。これを超えて使用した場合、高圧トランス内部の混一度ヒューズが切れることがあり

　　　ますので注意してご使用ください 。

周囲温度 ｆ（℃）

ｆ≦４０℃にて

上限基準値∫（ｍＡ）

５＜∫≦ｌＯ

∫≦５

休止時間

試験時間と同等以上

不要

最大試験時間

３０分以下

連続出力可能

７－２
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（注２）実際の試験においては、出力回路と測定リードのストレー容量に流れる電流が測定誤差の要因と
なります。総合判定誤差は、その電流値を前記判定確度に加算したものとなります。その概略を
下表に示します。

出　力　電　圧 １kV ２kV ３kV

本体のみ（測定リードなしのとき） ４μA ８μA 12μA

長さ 350mm のリード線を空中吊りのとき ６μA 12μA 18μA

付属リード線 TL01-TOS を使用のとき 20μA 40μA 60μA

（注３）出力回路の内部抵抗のために、FAIL 判定を行うには, ある程度の無負荷出力電圧が必要で、その
値が示してあります。

（注４）工場オプションにより電源電圧を変更した場合、約１kg 増加します。

試験電圧波形について

　容量性の負荷にＡＣ電圧を印加すると、 負荷の容量分の値によっては無負荷時よりも出力電圧が上昇す
ることがあります。さらに容量の値が電圧依存性のある試料（セラミックコンデンサ等）を負荷にした場
合には、 波形歪が発生することがあります。但し、試験電圧が 1.5kV の場合、1000pF 以下の値では影響
はありません。

リモートコントロール

　スタート／ストップの操作を下記の場合にリモートコントロールできます｡

別売のリモートコントロール・ボックスを使用のとき。
別売の高圧テストプローブを使用のとき。
リレー／スイッチ等のメーク接点で制御をするとき。
論理素子等によるローアクティブ制御をするとき。

　但し、本器の入力条件は下記の通り。
・ ハイレベル入力電圧 11 ～ 15V
・ ローレベル入力電圧   0 ～   4V
・ ローレベルはき出し電流 7mA 以下

（注５） 入力端子は抵抗により＋15V 電源にプルアップされています。
入力端子を解放すると、ハイレベルを入力したのと等価になります。

信号出力

　FAIL 信号として、ランプ・ブザー・メーク接点信号を出力します。接点信号の定格は、AC 100V／1A・
DC 30V／1A です。この FAIL 信号は、発生後　　　　スイッチを押すまで連続して出力されます。

環　　境
　使用温度・湿度範囲 5 ～ 35℃、20 ～ 80％ r.h.
　動作温度・湿度範囲 0 ～ 40℃、20 ～ 80％ r.h.
    保存温度・湿度範囲         -20 ～ 70℃、80％ r.h. 以下　　

STOP
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安全性（注6、注7）

　以下の指令および規格の要求事項に適合
低電圧指令 73/23/EEC
EN61010-1
   Class I
   Pollution degree 2
UL1244
（電源電圧が120VのUL認定品のみUL1244規格を満足しています。）

電磁適合性（EMC）（注6）
　以下の指令および規格の要求事項に適合

EMC指令 89/336/EEC
EN61326
EN61000-3-2
EN61000-3-3

　　適合条件
1. 高圧テストリードTL01-TOSを使用
2. 試験器の外部で放電がない状態　

電　　源

　許容電圧範囲 100V±10％、50／60Hz
（工場オプションにより、公称電圧 110V、120V、220V、230V、240V に
対応可能です。）

　消費電力 無負荷時（READY 状態） 10VA 以下（注8）
定格負荷時 約 45VA

　絶縁抵抗 DC　500V／30MΩ以上
　耐 電 圧 AC 1390V／2秒間 [AC LINE─シャシ間]

AC 1200V／1秒間（UL認定品のみ）

付 属 品

付属品 数量 備考

電源コード 1

AC アダプタプラグ (3P-2P)　 1 日本国内仕様にのみ付属

高電圧テストリード
TL01-TOS (1.5m)　 1 組

5P DIN プラグ 1　 組立式

“高電圧危険”表示シール 1

取扱説明書 1

電源ヒューズ 2　 ヒューズ・ホルダのキャップの中
に予備を含め２本装着

（注6） パネルにCEマーキングの表示のあるモデルに対してのみ。
特注品、改造品には適用されません。

（注7） 本製品はClass I機器です。本製品の保護導体端子を必ず接地してください。正しく接地されてい
ない場合、安全性は保証されません。

（注8） 本器の動作電源電圧を 100V 以外の電圧に変更した場合には、25 VA 以下 。
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７． ２　外形 、法図

口◎Ｏ◎ ．?

・◎
・

◎奪

?◎
〕　口

０

ＭＡＸユ５
，１，〔＾⊥〕

ＭＡＸユ６０

ｉ３２土３

：
〉
Ｘ
ω
ｏ

２００土３

? ?

?
　
　
　
　
　
．
　
　
　
?

ｚ
｝
Ｘ
～
ｏ
ｏ

～
一
蠣
一
ｕ

? ?

◇

匪囲 ?

　　◇

…弓

単位：ｍｍ



第８章

オプション

本器には次のオプシ ョンが用意されています 。

目次

８． ！

８， ２

８． ３

８． ４

８． ５

ＲＣ０１－ＴＯＳ／ＲＣ０２－ＴＯＳ

　リモートコントロール ・ボ ックス
．．

ＨＰＯｌＡ－ＴＯＳ／ＨＰ０２Ａ－ＴＯＳ

　高圧テストプ ローブ
．、．．．、．．．．．．．．．．．．．．、．…

ＢＺＯｌ－ＴＯＳブザー・ ユニット
、、．、．．．．．．．．．．．

高圧テストリード
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．

ＴＯＳ１２００耐圧試験器電流校正器
、．．．．．．．．

８－２

８－３

８－４

８－４

８－４
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８． １ ＲＣ０１－ＴＯＳ／ＲＣ０２－ＴＯＳリモートコントロール ・ボックス

　当社の耐圧試験器および絶縁抵抗計のスタート／ストッ プ操作をリモートコントロールするリモートコ

ントロール ・ボックスです 。

　試験器のパネルのＲＥＭＯＴＥ端子に接続してご使用ください
。．

　ＲＣ０１－ＴＯＳはＳＴＡＲＴスイッチがユ個ですが、ＲＣ０２－ＴＯＳはＳＴＡＲＴスイッチが２個あります。２個の
ＳＴＡＲＴスイッチを両手で同時に押したときのみ試験が開始できます

。

機能

ＯＰＥＲＡＴＥｌスイッチ このスイッチがＯＮのときのみＳＴＡＲＴスイッチが有効となります。ＯＦＦのとき

には強糊ストッ プとなります 。

ＳＴＡＲＴスイッチ ＯＰＥＲＡＴ巨スイッチがＯＮでかつＲＥＡＤＹ状態の時にこのスイッチを押すと試験

を開始できます 。

ＳＴＯＰスイッチ 出力電圧の遮断もしくはＰＡ工Ｌ等の状態を解除するスイッチです。試験器のＳＴＯＰ

スイッチと同一の機能を持っています 。

寸法

　ＲＣ０１－ＴＯＳ

　ＲＣ０２－ＴＯＳ

２００（Ｗ）×７０（印×３９（Ｄ）ｍｍ

３３０（Ｗ）×７０（則×３９（Ｄ）ｍｍ

ざ叫

ざ劣
ＲＣ０１－ＴＯＳ

　　　０

０

争

ぺ々
　　　Ｒｃ０２－Ｔ０ｓ

　／０
図８ ．ユ

８－２



第８章　オプション

８． ２　ＨＰ０１Ａ－ＴＯＳ／ＨＰ０２Ａ－ＴＯＳ高圧テストプローブ

　このテストブ ローブは 、当社の耐圧試験器に接続して使用する試験電圧出力用のプローブです 。

　テストプ ローブのグリッ プのスライドレバーを握り 、トリガーを引き 、かつもう片方の手でプ ローブ上

部のスイッチを押さないと試験電圧が出力されない推造（両手操作）です。また 、手を離せば強制的に

ＳＴＯＰ信号を出力し、試験器の試験電圧を遮断する椛造です 。

　従って、不用意に試験電圧が出力されないよう考慮されています
。

最大使用電圧 ＡＣ４ｋＶ（ｒｍｓ）５０／６０Ｈｚ

ＤＣ５ｋＶ

ケープル長 ＨＰＯｌＡ－ＴＯＳ　約１ ．８ｍ

ＨＰ０２Ａ－ＴＯＳ　約３ ．５ｍ

圃 ・このプ

ロープは鎚
で設計されています。従 っ

て、 最大使用電圧を超す電圧を印加すると危険です。必ず撮大使用電圧以下の試験電

圧でご使用ください 。

・このプローブを使用する場合、プ ロープから試験電圧を出力したまま被測定物に接続

しないでください。また、プ ローブから試験電圧を出力したまま被測定物から接続を

切らないでください 。

プロープから高電圧を出力中にプ ロープと被試験物との接続を断続すると被試験物を

破損することがあります。また、プロープと被試験物との接統を切断すると被試験物

に電荷が残ってしまいたいへん危険です 。

従っ て、 必ずプローブを被試験物に接続後に試験を開始し、試験を終了するときには

プロープ上の発光ダイオードが消えていることを確認の上、被試験物からプローブを

離してください 。

沁　
，、

　　　　　∫
　　　　　〔
　　　　　り

７

¥

／

図８．２ＨＰＯｌＡ－ＴＯＳ
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第８童　オプション

８． ３ ＢＺ０１－ＴＯＳフザー・ ユニツト

耐圧試験器に内蔵されている電子ブザーでは音量が不足する場合、ＦＡＬ状態を利用して鳴らすことがで

きます
。

８． ４　高圧テストリード

形名 最大使用電圧　　　　ケーブル長 備考

ＴＬＯｌ－ＴＯＳ ＡＣ５ｋＶ（?ｓ）５０／６０Ｈｚ

ＤＣ５ｋＶ

約ｉ ．５ｍ 　　　　ＴＯＳ５０３０の付属晶

ＴＬ０２ －ＴＯＳ ＡＣ５ｋＶ（ｍｓ）５０／６０Ｈｚ　　約３ ．Ｏｍ

ＤＣ５ｋＶ

８． ５　ＴＯＳ１２００耐圧試験器電流校正器

本器は耐圧試験器の漏れ電流検出感度を校正するための電流計です 。

圃
現在のＴＯＳ１２００はＴＯＳ５０００シリーズ対応の高圧テストリード（形名ＴＬ０４－ＴＯＳ）が

付属されています。しかし 、従来のＴＯＳ１２００は旧形の高圧テストリード（形名ＨＴＬ －

１，５Ｒ）が付属のため 、この高圧テストリードではＴＯＳ１２００とＴＯＳ５０００シリーズを接

続できません 。

別途、ＴＯＳ５?シリーズ対応の高圧テストリード（形名兀０４ －ＴＯＳ）をお買い求めく

ださい 。

８－ ４



索弓１

索弓１

アルファベット順 ・記号順

ＡＣ 　ＬＩＮ１三
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ＣＵＴＯＦＦ　ＣＵＲＲＥＮＴ
．．．

ＤＡＮＧＥＲフンフ
．．．．．、．、．

ＦＡ皿
■．．、．．．．．．．．．．．．．．．．、．．、．．．．．．．．．．．

ＦＡｒＬ　ＳＩＧＮＡＬ
．．，．．．．．．、．．．、．．．．．．

ＦＡＩＬ信号
．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．、．

ＦＡｒＬ判定機能
．．．．．．．．．．．Ｉ．．．．．．

ＨＩＧＨＶＯＬＴＡＧＥ端子
．、．．．

ＬＯＷ端子
、、．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．

匝匪司 スイノチ

ＲＥＭＯＴＥ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．、．

匝団 スイヅチ

匝≡〕スイッチ
．．．．．．．．．．、．．．

ＳＴＯＰ信号
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．

ＴＥＳＴＶＯＬＴＡＧＥつまみ
、．

　　　　　　　テ

　　　　　　低圧側テストリード
．．

４－４　　　　電圧計
．．．、．．．、．．、．．．、．．．．．．．．．．

４－３　　　　電圧計調整器
．．．．．．．．．．．、．、

ユー ３， ３－７

　　　　　　ノ¥４－３

ψ３　　　　判定方式 一．

４－４
　　　　　　　ヒ
４－ ４， ４－５

　　　　　　　ヒューズ定格
．．

１－ ３

４－

３　　　ホ
４－ ３
　　　　　　保護接地端子

．．

４２

４－ ２， ４－

６メ
４－２　　　　メーク接点信号

．．

４－ ２

牛７　　　リ
４３ 　　　　リモートコントロール ．．

リモートコントロール ・ボックス
．．

３－３

４－ ３

４－ ３

７－２

２－ ５

３－ ２， ４－４

４－ ４， ４－ ８

１＿ ３， ３＿ ６，

４－ ６， ７－ ３

４－ ６， ８－２

カタカナ ・漢字（５０音順）

キ

許容電圧範囲
．．

２－４

コ

コード巻き
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

高圧側テストリード
．、

高圧テストプロー ブ．．

高圧テストリード
．．、．．．、

公称使用周波数
．．

公称使用電圧
．．．．．．

校正
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ゴム手袋
．．．．．．．．．Ｉ．．．．．

４－ ４

３－ ３

５－ ３， ８－ ３

２＿ ２， ６＿ ２，

８－４

２－４

２－４

６－２

３－２

シ

信号出力
．．

セ

接点信号
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

接点保護対策
．．．．．．．、．、

ゼロ 投入スイッチ
．．

タ

大地アース
．．

１－ ３， ７－ ３

ψ８

４－９

１－ ３， ５－ ３

３－ ２
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